
令
和
三
年
度
大
阪
府
・
大
阪
市
・
堺
市
・
豊
能
地
区
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

中
学
校
　
国
語

解
答
に
つ
い
て
の
注
意
点

１　

解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
と
記
述
式
解
答
用
紙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

２　

�

大
問
１
～
大
問
３
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
、
大
問
４
、
５
に
つ
い
て
は
、
記
述
式
解
答

用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

�

解
答
用
紙
が
配
付
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
等
を
記
入
し
、
受
験
番
号
に
対
応
す
る

数
字
を
、
鉛
筆
で
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
述
式
解
答
用
紙
は
、
全
て
の
用
紙
の
上
部
に
受
験
番
号
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

�

大
問
１
～
大
問
３
の
解
答
は
、
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
、
問
題
で
指
示
さ
れ
た
解
答
番
号
の
欄
に
あ
る
数
字

の
う
ち
一
つ
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

例
え
ば
、「
解
答
番
号
は

１

」
と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
３
」
と
解
答
す
る
場
合
は
、�

解
答
番
号
１
の
欄
に
並
ん
で
い
る　
①　
②　
③　
④　
⑤　
の
中
の　
③　
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

�

間
違
っ
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
以
上
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
解
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

６　

そ
の
他
、
係
員
が
注
意
し
た
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
示
が
あ
る
ま
で
中
を
あ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。





� 　
�　

次
の
（１）
～
（５）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

（１）�　

次
の
各
文
の
う
ち
、「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の

改
善
及
び
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
平
成
28
年
12
月
21
日
中
央
教
育
審
議
会
）
の
う
ち
、第
２
部
「
第

２
章　

各
教
科
・
科
目
等
の
内
容
の
見
直
し
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
国
語
に
関
す
る
記
述
（「
課
題
を
踏
ま
え

た
国
語
科
の
目
標
の
在
り
方
」）の
内
容
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

１

　
　
　

１�　

国
語
科
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
能
力
」、「
創
造
力
」、「
学
び

に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
い
る
。

　
　
　

２�　
「
知
識
・
技
能
」
の
「
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解
」
は
、
自
分
が
用
い
る
言
葉
に
対
す
る
メ
タ

認
知
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
言
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、�

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
扱
わ
れ
て
お
り
、
実
際
の
指
導
の
場
面
に
お
い
て
も
十
分
な
さ
れ

て
き
た
。

　
　
　

３�　

こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
は
、
創
造
的
・
論
理
的
思
考
を
高
め
る
た
め
に
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」
の
「
情
報
を
多
面
的
・
多
角
的
に
精
査
し
構
造
化
す
る
力
」
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
と

と
も
に
、
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
「
感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力
」
や
、

他
者
と
の
協
働
に
つ
な
が
る
「
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力
」
な
ど
、
三
つ
の
側
面
の
力
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

４�　

よ
り
深
く
、
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、「
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力
」、「
新
し
い
情

報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に
統
合
し
構
造
化
す
る
力
」、「
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て

る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を
転
換
す
る
力
」
な
ど
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
で
主

体
的
に
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　

５�　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
文
字
の
由
来
や
文
字
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
高
等

学
校
に
お
い
て
は
、
国
際
交
流
に
生
か
す
こ
と
や
多
様
な
文
字
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
高
等
学
校
芸
術
科
（
美
術
）
と
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

１

─ 1 ─



　

（２）�　

次
の
表
は
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
29
年
３
月
告
示
）
の
「
国
語
」
の
「
第
２　

各
学
年
の
目
標
及

び
内
容
」
に
示
さ
れ
て
い
る
、
指
導
段
階
の
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
─
─
部
Ａ
～
Ｄ
の
語
句
に
つ
い
て
、
正
し
い

も
の
を
〇
、
誤
っ
て
い
る
も
の
を
×
と
し
た
と
き
、
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

２

〔知識及び技能〕
（２）話や文章に含まれ
ている情報の扱い方に
関する次の事項を身に
付けることができるよ
う指導する。

【�

第
１
学
年
】
イ　

比
較
や
分
類
、
関
係
付
け
な
ど
の
情
報
の
Ａ
調
査
の
仕
方
、
引
用

の
仕
方
や
出
典
の
示
し
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ら
を
使
う
こ
と
。

【
第
２
学
年
】
イ　

情
報
と
情
報
と
の
関
係
の
様
々
な
表
し
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
。

【
第
３
学
年
】
イ　

情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
。

〔思考力、判断力、表現力等〕

Ａ　話すこと・聞くこと
（１）話すこと・聞くことに関
する次の事項を身に付けるこ
とができるよう指導する。

【�

第
１
学
年
】
ア　

目
的
や
場
面
に
応
じ
て
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
話
題
を
決
め
、
集

め
た
材
料
を
整
理
し
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
。

【�

第
２
学
年
】
ア　

目
的
や
場
面
に
応
じ
て
、
社
会
生
活
の
中
か
ら
話
題
を
決
め
、
異

な
る
立
場
や
考
え
を
想
定
し
な
が
ら
集
め
た
材
料
を
整
理
し
、
伝
え
合
う
内
容
を
検

討
す
る
こ
と
。

【
第
３
学
年
】
ア　

目
的
や
場
面
に
応
じ
て
、
社
会
生
活
の
中
か
ら
話
題
を
決
め
、�

Ｂ
多
様
な
考
え
を
想
定
し
な
が
ら
材
料
を
整
理
し
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
。

Ｂ　書くこと
（１）書くことに関する次
の事項を身に付けること
ができるよう指導する。

【�

第
１
学
年
】
オ　

根
拠
の
明
確
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
読
み
手
か
ら
の
助
言
な
ど
を
踏

ま
え
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
点
や
改
善
点
を
見
い
だ
す
こ
と
。

【�

第
２
学
年
】
オ　

表
現
の
工
夫
と
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
読
み
手
か
ら
の
助
言

な
ど
を
踏
ま
え
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
点
や
改
善
点
を
見
い
だ
す
こ
と
。

【�

第
３
学
年
】
オ　
Ｃ
論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、
読
み
手
か
ら
の
助
言
な
ど
を
踏

ま
え
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
点
や
改
善
点
を
見
い
だ
す
こ
と
。

Ｃ　読むこと
（１）読むことに関する次
の事項を身に付けること
ができるよう指導する。

【�

第
１
学
年
】
オ　

文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
確

か
な
も
の
に
す
る
こ
と
。

【�

第
２
学
年
】
オ　

文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
知
識
や
経
験
と

結
び
付
け
、
Ｄ
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
。

【�

第
３
学
年
】
エ　

文
章
を
読
ん
で
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
て
、
人
間
、
社
会
、

自
然
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
も
つ
こ
と
。

　
　
　

１�　

Ａ　

〇　
　

Ｂ　

〇　
　

Ｃ　

×　
　

Ｄ　

×

　
　
　

２�　

Ａ　

×　
　

Ｂ　

〇　
　

Ｃ　

〇　
　

Ｄ　

〇

　
　
　

３�　

Ａ　

×　
　

Ｂ　

×　
　

Ｃ　

×　
　

Ｄ　

×

　
　
　

４�　

Ａ　

×　
　

Ｂ　

〇　
　

Ｃ　

〇　
　

Ｄ　

×

　
　
　

５�　

Ａ　

〇　
　

Ｂ　

×　
　

Ｃ　

×　
　

Ｄ　

〇

─ 2 ─



　

（３）�　

次
の
表
は
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
30
年
３
月
告
示
）
の
「
第
２
章　

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教

科　

第
１
節　

国
語　

第
２
款　

各
科
目
」
に
つ
い
て
、「
３　

内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ
れ
て
い
る
各
領
域
の

単
位
時
間
数
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
①
～
⑤
に
当
て
は
ま
る
科
目
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

３

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ　

書
く
こ
と

Ｃ　

読
む
こ
と

①

30
～
40
単
位
時
間
程
度

100
～
110
単
位
時
間
程
度

②

５
～
10
単
位
時
間
程
度

40
～
45
単
位
時
間
程
度

／
20
単
位
時
間
程
度

③

20
～
30
単
位
時
間
程
度

30
～
40
単
位
時
間
程
度

10
～
20
単
位
時
間
程
度

④

40
～
50
単
位
時
間
程
度

90
～
100
単
位
時
間
程
度

⑤

50
～
60
単
位
時
間
程
度

80
～
90
単
位
時
間
程
度

　
　
　

１�　

①
文
学
国
語　
　
　

②
古
典
探
究　
　
　

③
言
語
文
化　
　
　
　

④
国
語
表
現　
　
　

⑤
論
理
国
語

　
　
　

２�　

①
文
学
国
語　
　
　

②
古
典
探
究　
　
　

③
現
代
の
国
語　
　
　

④
国
語
表
現　
　
　

⑤
論
理
国
語

　
　
　

３�　

①
文
学
国
語　
　
　

②
言
語
文
化　
　
　

③
現
代
の
国
語　
　
　

④
国
語
表
現　
　
　

⑤
論
理
国
語

　
　
　

４�　

①
論
理
国
語　
　
　

②
古
典
探
究　
　
　

③
言
語
文
化　
　
　
　

④
国
語
表
現　
　
　

⑤
文
学
国
語

　
　
　

５�　

①
論
理
国
語　
　
　

②
言
語
文
化　
　
　

③
現
代
の
国
語　
　
　

④
国
語
表
現　
　
　

⑤
文
学
国
語

─ 3 ─



　

（４）�　

次
の
文
章
は
、
平
成
29
年
３
月
に
告
示
さ
れ
た
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
「
国
語
」
の
「
第
３　

指
導
計

画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
の
３
の
（２）
と
（３）
で
あ
る
。
空
欄
①
～
⑤
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合

せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

４

⑵　

教
材
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
に
配
慮
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
。

　

ア　

国
語
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
の
に
役
立
つ
こ
と
。

　

イ　
（　

①　

）、
思
考
力
や
想
像
力
を
養
い
言
語
感
覚
を
豊
か
に
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
。

　

ウ　

公
正
か
つ
適
切
に
判
断
す
る
能
力
や
創
造
的
精
神
を
養
う
の
に
役
立
つ
こ
と
。

　

エ　
（　

②　

）、
論
理
的
に
物
事
を
捉
え
考
察
し
、
視
野
を
広
げ
る
の
に
役
立
つ
こ
と
。

　

オ�　

人
生
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、（　

③　

）
を
養
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
意
志
を
育
て
る
の
に

役
立
つ
こ
と
。

　

カ　

人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
の
に
役
立
つ
こ
と
。

　

キ�　
（　

④　

）
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
の
に
役
立
つ

こ
と
。

　

ク�　

広
い
視
野
か
ら
国
際
理
解
を
深
め
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
協
調
の
精
神
を
養
う

の
に
役
立
つ
こ
と
。

⑶�　

第
２
の
各
学
年
の
内
容
の
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
教
材
に
つ
い

て
は
、
各
学
年
で
説
明
的
な
文
章
や
文
学
的
な
文
章
な
ど
の
文
章
の
種
類
を
（　

⑤　

）
に
取
り
扱
う

こ
と
。
ま
た
、
説
明
的
な
文
章
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
図
表
や
写
真
な
ど
を
含
む
も
の
を
取
り
上
げ
る

こ
と
。

　
　
　

１�　

①
認
め
合
う
力　
　

②
文
学
的　
　

③
確
か
な
人
間
性　
　

④
我
が
国
の
歴
史
と
民
話　
　

⑤
系
統
的

　
　
　

２�　

①
伝
え
合
う
力　
　

②
科
学
的　
　

③
豊
か
な
人
間
性　
　

④
我
が
国
の
伝
統
と
文
化　
　

⑤
調
和
的

　
　
　

３�　

①
伝
え
合
う
力　
　

②
文
学
的　
　

③
確
か
な
人
間
性　
　

④
我
が
国
の
伝
統
と
文
化　
　

⑤
調
和
的

　
　
　

４�　

①
認
め
合
う
力　
　

②
科
学
的　
　

③
豊
か
な
人
間
性　
　

④
我
が
国
の
歴
史
と
民
話　
　

⑤
系
統
的

　
　
　

５�　

①
伝
え
合
う
力　
　

②
科
学
的　
　

③
確
か
な
人
間
性　
　

④
我
が
国
の
伝
統
と
文
化　
　

⑤
調
和
的
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（５）�　

次
の
う
ち
、「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
29
年
３
月
告
示
）
の
「
国
語
」
の
「
第
３　

指
導
計
画
の
作
成

と
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ
れ
て
い
る
「
書
写
」
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
内
容
と
し
て
正
し
い
も
の
を
〇
、
誤
っ
て

い
る
も
の
を
×
と
し
た
場
合
、
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

５

　
　
　

Ａ�　

文
字
を
正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
書
写
の
能
力
を
学
習
や
生
活

に
役
立
て
る
態
度
を
育
て
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

　
　
　

Ｂ　

硬
筆
を
使
用
す
る
書
写
の
指
導
は
各
学
年
で
行
う
こ
と
。

　
　
　

Ｃ�　

毛
筆
を
使
用
す
る
書
写
の
指
導
は
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
で
行
い
、
硬
筆
に
よ
る
書
写
の
能
力
の
基
礎

を
養
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

　
　
　

Ｄ�　

書
写
の
指
導
に
配
当
す
る
授
業
時
数
は
、
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
で
は
年
間
20
単
位
時
間
程
度
、
第
３

学
年
で
は
年
間
10
単
位
時
間
程
度
と
す
る
こ
と
。

　
　
　

１�　

Ａ　

〇　
　
　

Ｂ　

〇　
　
　

Ｃ　

×　
　
　

Ｄ　

〇

　
　
　

２�　

Ａ　

×　
　
　

Ｂ　

×　
　
　

Ｃ　

〇　
　
　

Ｄ　

×

　
　
　

３�　

Ａ　

〇　
　
　

Ｂ　

×　
　
　

Ｃ　

×　
　
　

Ｄ　

〇

　
　
　

４�　

Ａ　

×　
　
　

Ｂ　

〇　
　
　

Ｃ　

〇　
　
　

Ｄ　

×

　
　
　

５�　

Ａ　

〇　
　
　

Ｂ　

〇　
　
　

Ｃ　

×　
　
　

Ｄ　

×
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� 　
�　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

哲
学
に
は
哲
学
の
問
い

0

0

0

0

0

と
い
う
の
が
あ
る
。
伝
統
的
に
哲
学
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
い
で
あ
る
―
―
真
理
、�

存
在
、
認
識
、
善
悪
、
正
義
、
美
、
他
者
、
空
間
、
時
間
、
等
々
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
哲
学
の
問
い
は
、
自
分
の
問

い
に
は
な
り
に
く
い
。

　

も
っ
と
も
世
の
中
に
は
、
哲
学
の
問
い
を
自
分
の
問
い
に
で
き
る
人
が
い
る
。
何
か
の
き
っ
か
け
で
哲
学
書
を
読
ん

で
、
そ
の
種
の
問
い
に
目
覚
め
る
人
も
い
れ
ば
、
も
と
も
と
そ
う
い
う
疑
問
を
も
っ
て
い
て
、
あ
れ
こ
れ
悩
ん
で
い
る

う
ち
に
、
ど
う
や
ら
こ
れ
は
哲
学
と
い
う
も
の
ら
し
い
と
気
づ
く
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
種
の
人
は
、
い
わ

ゆ
る
哲
学
好
き
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
学
で
哲
学
の
研
究
を
志
す
に
至
る
。

　

け
れ
ど
も
、
普
通
の
人
が
、
い
き
な
り
こ
う
い
う
疑
問
を
抱
く
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
専
門
家
で
す
ら
、
こ
う
し
た

問
い
を
明
け
て
も
暮
れ
て
も
ず
っ
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
誰
し
も
、
物
事
を
突
き
詰
め
て
い
っ
た
り
、
深
く

悩
ん
だ
り
傷
つ
い
た
り
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
哲
学
の
問
い
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
あ
る
が
、
私
た
ち
は
普
段
、
そ
ん
な
に

深
く
考
え
た
り
悩
ん
だ
り
し
な
い
。
ど
こ
か
で
そ
ん
な
こ
と
を
う
っ
す
ら
考
え
て
い
て
も
、
面
倒
く
さ
い
か
、
恐
ろ
し

い
か
で
、
問
わ
な
い
ま
ま
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
日
常
だ
。

　
①
い
わ
ゆ
る
専
門
的
な
哲
学
の
問
題
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
誰
に
と
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
実
生
活
に
は
関
係

が
な
い
の
で
あ
る
。
哲
学
じ
た
い
が
浮
世
離
れ
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
よ
り
、
哲
学
の
問
題
が
現
実
の
具
体
的
な
文
脈

か
ら
隔
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
哲
学
の
特
徴
で
は
な
く
、
専
門
化
さ
れ
た
知
識
に
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。
医
学
が
細
分
化
し
た
た
め
に
、
患
者

の
体
や
生
活
の
全
体
を
見
ら
れ
な
く
な
る
の
と
似
て
い
る
。
体
や
生
活
と
同
様
、
現
実
に
は
哲
学
の
問
い
の
よ
う
な�

区
分

0

0

は
な
い
。

　

実
生
活
の
問
い
は
、
も
っ
と
具
体
的
で
複
合
的
で
錯
綜
し
て
お
り
、
い
く
つ
も
の
問
い
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
哲
学

で
あ
れ
ば
、
他
者
、
空
間
、
時
間
、
認
識
、 

善
悪
、
美
は
、
時
に
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
た
い

て
い
は
別
々
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
哲
学
者
自
身
も
、
一
般
に
は
何
か
特
定
の
問
題
の
専
門
家
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
実
生
活
の
中
で
は
、
た
と
え
ば
「
他
者
」
と
は
友
だ
ち
で
あ
り
、
親
で
あ
り
、
夫
で
あ
り
妻
で
あ
り
、
会

社
の
同
僚
で
あ
り
上
司
で
あ
り
、得
意
先
の
人
で
あ
り
、あ
る
い
は
、た
ま
た
ま
道
で
行
き
合
っ
て
言
葉
を
交
わ
し
た
人
、

た
だ
す
れ
違
う
だ
け
の
人
、 

目
の
前
に
さ
え
い
な
い
赤
の
他
人
、
不
特
定
多
数
の
人
で
あ
る
。

　
「
他
者
な
る
も
の
」
と
い
う
一
般
的
で

②

な
存
在
と
出
会
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
つ
ど

③

な
何

者
か
と
特
定
の
空
間
と
時
間
を
共
有
す
る
。
週
末
に
自
宅
で
家
族
と
の
ん
び
り
過
ご
す
。
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
で
、
テ

レ
ビ
の
中
の
他
人
を
見
な
が
ら
お
菓
子
を
ほ
お
ば
る
。
学
校
の
教
室
で
、
隣
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
内
職
を
し
て
い
る
の

を
横
目
に
見
て
、
睡
魔
と
闘
い
な
が
ら
退
屈
な
授
業
を
受
け
る
。
会
社
で
同
僚
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
得
意
先
に
メ

ー
ル
を
送
り
、
資
料
の
整
理
な
ど
、
い
ろ
ん
な
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、
夜
遅
く
満
員
電
車
に
揺
ら
れ
て
疲
れ
果
て
て
帰
宅

す
る
。

　

そ
う
や
っ
て
私
た
ち
は
家
族
や
友
人
の
こ
と
を
気
づ
か
い
、
目
の
前
の
こ
と
に
イ
ッ
キ
イ
チ
Ａ
ユ
ウ
し
、
過
去
の
こ

と
を
振
り
返
っ
て
コ
ウ
Ｂ
カ
イ
し
、
将
来
の
こ
と
を
心
配
す
る
。
今
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
、
時
間
を
ど
う
使
う
か
、

ど
こ
に
行
く
べ
き
か
、
何
が
正
し
く
、
何
が
間
違
っ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
部
分
的
に
は
他
者
の
み
な
ら
ず
、
知
覚
、
空
間
、
時
間
、
善
悪
や
正
義
と

い
っ
た
い
わ
ゆ
る
哲
学
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
だ
が
、
全
体
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

哲
学
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
哲
学
的
で
な
い
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
今
日
は
何
を
食
べ
る
の
か
？　

食
事

の
材
料
を
ど
こ
で
買
う
か
？　

テ
レ
ビ
は
何
を
見
る
か
？　

ど
の
授
業
が
退
屈
か
？　

誰
に
メ
ー
ル
を
送
る
か
？

等
々
。

　

だ
が
、
そ
こ
で
立
ち
止
ま
ら
ず
に
、
哲
学
的
な
次
元
へ
入
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
―
―
な
ぜ
私
た
ち
は
何
か
を
食

べ
る
の
か
？　

な
ぜ
た
だ
食
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
の
か
？　

食
事
は
人
間
の
生
活
の
中
で

２
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ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
？　

テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
と
直
接
目
で
見
る
の
は
何
が
違
う
の
か
？　

映
像
は
ど
の
よ

う
な
意
味
で
現
実
か
？　

な
ぜ
授
業
を
受
け
る
の
か
？　

授
業
を
受
け
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て

い
る
の
か
？　

等
々
。

　
④
こ
れ
ら
の
問
い
は
、
通
常
「
哲
学
の
問
題
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
哲
学
的

0

0

0

で
あ
ろ
う
。

逆
に
、
哲
学
の
問
い
だ
か
ら
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
つ
ね
に
哲
学
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
哲
学
の
問
題
と
い
え

ど
も
、
た
と
え
ば
誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
と
い
う
事
典
的
・
哲
学
史
的
な
事
柄
や
、
ど
こ
に
ど
ん
な
こ
と
が

書
い
て
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
献
学
的
な
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
哲
学
的
と
は
言
え
な
い
。
哲
学
全
体
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
内
容
的
に
哲
学
だ
っ
た
ら
、
問
い
や
議
論
が
哲
学
的
な
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　

思
う
に
、
元
来
は
〝
哲
学
の
問
題
〟
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
物
事
の
〝
哲
学
的
な
問
い
方
〟
が
あ
る
だ
け
な
の
だ
。

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
現
実
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
と
出
会
う
。
自
分
か
ら
疑
問
に
思
う
こ
と
も
あ
れ

ば
、
他
の
人
か
ら
問
い
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
ん
な
問
い
で
あ
れ
、
自
分
に
と
っ
て
身
近
な
問
い
、
自
分
が
直

面
し
た
問
い
か
ら
出
発
し
て
も
、
哲
学
的
な
問
い
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

哲
学
の
問
題
が
、
現
実
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
個
別
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
学
問
と
し
て�

ジ
ュ
ン
Ｃ
ス
イ
で
専
門
的
に
高
度
で
あ
る
た
め
に
は
必
要
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
他
方
で
そ
の
こ
と
は
、
個
々
の
テ
ー

マ
に
関
し
て
、
仮
に
何
か
重
要
な
結
論
や
洞
察
が
歴
史
上
の
哲
学
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
個
々
人

の
現
実
生
活
に
は
大
き
く
影
響
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
哲
学
研
究
の
目
的
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
く
、
思
想
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
り
、
現
実
の
生
活
に
生
か
せ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
私
自
身
、
そ
う
い
う
考

え
方
に
も
共
感
す
る
。

　

だ
が
、哲
学
の
問
題
に
せ
よ
、そ
れ
以
外
の
哲
学
的
な
問
い
に
せ
よ
、現
実
の
生
活
に
関
す
る
疑
問
か
ら
出
発
す
れ
ば
、

そ
こ
で
問
い
、
考
え
た
こ
と
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
洞
察
は
、
ふ
た
た
び
現
実
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
戻
し
や
す
く
、
⑤
そ
の

人
の
生
活
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
も
ち
う
る
。
だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
哲
学
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
よ
り
も
、
自
分

0

0

自
身
の
問
い

0

0

0

0

0

を
も
つ
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

（
梶
谷
真
司
『
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』
よ
り
）
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出
典
：�

幻
冬
舎
新
書
５
１
３�

『
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か　

０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
哲
学
入
門
』

梶
谷
真
司　

株
式
会
社 

幻
冬
舎

　
　
　

１
２
０
ペ
ー
ジ
１
４
行
目
か
ら
１
２
４
ペ
ー
ジ
１
６
行
目
ま
で



　

（１）�　

∥
部
Ａ
～
Ｃ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
す
と
き
、
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
そ
れ�

ぞ
れ
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ
は

６

、
Ｂ
は

７

、
Ｃ
は

８

　
　

Ａ　

イ
ッ
キ
イ
チ
ユ
ウ

　
　
　

１�　

幼
稚
園
の
お
ユ
ウ
ギ
会
。　
　
　
　
　
　

２　

ユ
ウ
ジ
ュ
ウ
不
断
な
性
格
。

　
　
　

３�　

能
の
ユ
ウ
ゲ
ン
の
美
を
味
わ
う
。　
　
　

４　

卓
球
部
に
カ
ン
ユ
ウ
す
る
。

　
　
　

５�　

村
の
将
来
を
ユ
ウ
リ
ョ
す
る
。

　
　

Ｂ　

コ
ウ
カ
イ

　
　
　

１�　

カ
イ
リ
ツ
を
守
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

２　

短
歌
や
ハ
イ
カ
イ
を
論
じ
る
。

　
　
　

３�　

非
常
に
ツ
ウ
カ
イ
な
出
来
事
。　
　
　
　

４　

友
人
に
心
境
を
ジ
ュ
ッ
カ
イ
す
る
。

　
　
　

５�　

カ
イ
コ
ン
の
情
が
湧
く
。

　
　

Ｃ　

ジ
ュ
ン
ス
イ

　
　
　

１�　

作
文
の
ス
イ
コ
ウ
を
す
る
。　
　
　
　
　

２　

キ
ッ
ス
イ
の
江
戸
っ
子
気
質
。

　
　
　

３�　

栄
枯
セ
イ
ス
イ
の
理
。　
　
　
　
　
　
　

４　

体
育
で
ケ
ン
ス
イ
を
五
回
す
る
。

　
　
　

５�　

有
名
な
音
楽
家
に
シ
ン
ス
イ
す
る
。

　

（２）�　

─
─
部
①
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

９

　
　
　

１�　

哲
学
の
問
題
は
、
実
生
活
に
は
関
係
の
な
い
問
い
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
か
ら
。

　
　
　

２�　

世
の
中
で
、
哲
学
の
問
い
を
自
分
の
問
い
に
で
き
る
人
は
、
非
常
に
ま
れ
な
存
在
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　

３�　

哲
学
の
問
題
は
、
問
題
が
細
分
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
的
に
論
じ
ら
れ
、
実
生
活
と
は
か
け
離
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　

４�　

あ
れ
こ
れ
考
え
る
う
ち
に
、
哲
学
好
き
に
な
る
人
は
、
全
て
大
学
で
哲
学
の
研
究
を
志
す
こ
と
に
な
る
か
ら
。

　
　
　

５�　

物
事
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
哲
学
の
問
い
に
ぶ
つ
か
り
、
普
段
か
ら
深
く
考
え
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
よ

う
に
な
る
か
ら
。

　

（３）�　

空
欄
②
・
③
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

10

　
　
　

１�　

②　

複
合
的　
　
　

③　

単
一
的　
　
　
　

２　

②　

日
常
的　
　

③　

非
日
常
的

　
　
　

３�　

②　

現
実
的　
　
　

③　

非
現
実
的　
　
　

４　

②　

抽
象
的　
　

③　

具
体
的

　
　
　

５�　

②　

非
科
学
的　
　

③　

科
学
的
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（４）�　

─
─
部
④
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
哲
学
的
で
あ
る
と
い
う
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

　
　
　

１�　

哲
学
に
は
、
誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
と
い
う
事
典
的
・
哲
学
史
的
な
事
柄
や
、
ど
こ
に
ど
ん
な

こ
と
が
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
献
学
的
な
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
点
。

　
　
　

２�　

日
常
生
活
の
問
い
に
は
哲
学
的
で
な
い
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
問
い
方
を
変
え
る
こ
と
で
哲
学
的
な

問
い
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
点
。

　
　
　

３�　

哲
学
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
哲
学
的
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
問
い
で
も
内
容
的
に
哲
学
で
あ
れ

ば
、
哲
学
的
な
問
い
で
あ
る
と
い
え
る
点
。

　
　
　

４�　

本
来
の
哲
学
研
究
の
目
的
と
し
て
の
問
い
で
は
な
く
て
も
、
哲
学
の
問
題
に
生
か
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
全
て
哲
学
的
で
あ
る
と
い
え
る
点
。

　
　
　

５�　

主
体
性
を
も
っ
て
哲
学
の
問
い
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
思
想
上
の
様
々
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
点
。

　

（５）�　

─
─
部
⑤
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

12

　
　
　

１�　

授
業
を
受
け
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
？ 

な
ど
の
問
題
を
突
き
詰
め
て�

い
く
と
、「
哲
学
的
な
問
題
」
は
「
哲
学
の
問
題
」
に
変
化
し
て
い
く
か
ら
。

　
　
　

２�　

な
ぜ
私
た
ち
は
食
べ
る
の
か
？ 

な
ど
実
生
活
か
ら
の
問
い
で
あ
っ
て
も
、
自
分
自
身
の
問
い
を
も
ち
、
考

え
た
こ
と
か
ら
得
ら
れ
た
洞
察
は
重
要
な
も
の
と
な
り
う
る
か
ら
。

　
　
　

３�　

今
日
は
何
を
食
べ
る
の
か
？ 

と
い
っ
た
生
活
上
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
は
、
哲
学
的
な
問
題
よ
り
も
私
た

ち
に
と
っ
て
大
切
な
問
題
だ
か
ら
。

　
　
　

４�　

哲
学
の
問
題
と
は
、
思
想
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
人
の
人
生
に
お

い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
。

　
　
　

５�　

哲
学
の
問
題
は
、
実
生
活
の
様
々
な
問
い
か
ら
、
個
別
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
い
く
こ
と
で
、
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
か
ら
。
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（６）�　

こ
の
文
章
の
構
成
・
展
開
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。�

解
答
番
号
は

13

　
　
　

１�　

は
じ
め
に
哲
学
の
問
い
の
本
質
に
つ
い
て
結
論
を
述
べ
、
実
生
活
の
問
い
よ
り
も
哲
学
の
問
い
の
方
が
よ

り
具
体
的
で
複
合
的
で
あ
り
、
か
つ
専
門
的
に
高
度
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

２�　

は
じ
め
に
哲
学
の
問
い
と
日
常
的
な
問
い
と
の
違
い
を
説
明
し
、
相
違
を
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
検
討
し

た
う
え
で
、
現
実
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
が
哲
学
研
究
の
目
的
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
　
　

３�　

は
じ
め
に
哲
学
的
な
問
題
の
例
と
し
て
日
常
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
事
典
的
・
哲
学
史
的
な
事
柄
や
文
献

学
的
な
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
哲
学
的
な
問
い
を
考
え
て
も
意
味
が
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
　
　

４�　

は
じ
め
に
哲
学
の
問
い
に
対
す
る
筆
者
の
主
張
を
提
示
し
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
説
明
し
た
う
え
で
、

哲
学
の
問
題
を
考
え
る
よ
り
も
現
実
生
活
の
中
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
を
持
つ
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で

あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

５�　

は
じ
め
に
一
般
的
な
考
え
か
ら
哲
学
の
問
い
は
生
ま
れ
な
い
と
い
う
筆
者
の
主
張
を
提
示
し
た
う
え
で
、

そ
れ
は
哲
学
特
有
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
哲
学
は
個
人
の
現
実
生
活
に
は
大
き
く
影
響
し
な
い

無
駄
な
も
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
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� 　
�　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

虢　
之　
會
ニ

、
楚
ノ

公　
子　
圍
、
二　
人　
執
レリ
テ

戈
ヲ

先
ン
ズ

焉
。
蔡
ノ

公　
孫　
歸　
生
ト
①
與
二

鄭
ノ

罕　
虎
一

、
見
ル二

叔　
孫　
穆　
子
一ヲ

、
穆　
子　
曰
ク

、
楚
ノ

公　
子
ハ

甚
ダ

美
シ
ク

、
不
二

大　
夫
一ナ
ラ

矣
、 

抑　
君　
也
ト

。
鄭
ノ

子　
皮　
曰
ク

、
有　
執　
戈　
之　
前
、
吾　
惑　
之
。
蔡
ノ

子　
家　
曰
ク

、�

楚
ハ

大　
國
ニ
シ
テ

也
、
公　
子　
圍
ハ

其
ノ

令　
尹　
也
。
②
有　
執　
戈　
之　
前
、
不　
亦　
可　
乎
。

穆　
子　
曰
ク

、
不
③レ

然
ラ

、
天　
子
ニ

有
二ル
ハ

虎　
賁
一

、
習
フ二

武　
訓
一ヲ

也
。
諸　
侯
ニ

有
二ル
ハ

旅　
賁
一

、

禦
二グ 

災　
害
一ヲ

也
。
大　
夫
ニ

有
二ル
ハ

貳　
車
一

、
備
レフ
ル

承
レク
ル
ニ

事
ヲ

也
。
士
ニ

有
二ル
ハ

陪　
乘
一

、
告
二グ
ル

奔　
走
ヲ一

也
。
今　
大　
夫
ニ
シ
テ

而　
設
二ク
ル
ハ

諸　
侯　
之　
服
ヲ一

、
有
リ二

其
ノ

心
一

矣
。
④
若　
無
二ク
シ
テ

其
ノ

心
一

、
而　
敢
ヘ
テ

設
レケ
テ

服
ヲ

以
テ

見
二ン

諸　
侯　
之　
大　
夫
一ヲ

乎
、
⑤
將　
不　
入　
矣
。
⑥
夫
レ

服
ハ

、

心　
之　
文　
也
、
如
レク

龜
ノ

焉
、
灼
二ケ
バ

其
ノ

中
一ヲ

、
必
ズ

文
二ア
リ

於　
外
一ニ

。
⑦
若　
楚
ノ

公　
子　
不
レン
バ

爲
レラ

君
ト

、
必
ズ

死
シ
テ

、
不
レト

合
二ハ

諸　
侯
一ニ

矣
。
公　
子　
圍　
反
リ
テ

、
殺
二シ
テ

郟　
敖
一ヲ

而　
代
レル

之
ニ

。

（『
国
語
』
よ
り
）

　
　
　
　
〔
注
〕	

楚
公
子
圍　

 

― �

恭
王
の
庶
子
、
霊
王
名
は
熊
虔
。

	

蔡
公
孫
歸
生 

― �

祭
の
大
夫
、
字
は
子
家
。

	

鄭
罕
虎　
　

 

― �

鄭
の
大
夫
、
字
は
子
皮
。

	

叔
孫
穆
子　

 

― �

魯
の
卿
、
名
は
豹
、
穆
子
は
お
く
り
名
。

	

令
尹　
　
　

 

― �

楚
の
首
相
。

	

虎
賁　
　
　

 

― �

王
の
護
衛
の
勇
士
。

	

旅
賁　
　
　

 

― �

ほ
こ
と
た
て
を
持
ち
、
車
の
両
側
を
走
り
、
非
常
に
備
え
た
。

	

貳
車　
　
　

 

― �

副
車
。
従
者
に
貸
し
賜
わ
る
車
。

	

郟
敖　
　
　

 

― �

康
王
の
子
、
名
は
麋
。

３
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
新
釈
漢
文
大
系
第
６
６
巻
『
国
語
（
上
）』
株
式
会
社 

明
治
書
院

　
　
　

２
７
７
ペ
ー
ジ
１
７
行
目
か
ら
２
７
８
ペ
ー
ジ
１
１
行
目
ま
で



　

（１）�　

─
─
部
①
・
④
・
⑦
に
つ
い
て
、
本
文
中
に
お
け
る
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
表
し
た�

と
き
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

　
　
　

１�　

①　

と　
　
　

④　

ご
と
く　
　
　
　

⑦　

も
し

　
　
　

２�　

①　

よ
り　
　

④　

わ
か
く
し
て　
　

⑦　

な
ん
じ 

　
　
　

３�　

①　

よ
り　
　

④　

な
ん
じ　
　
　
　

⑦　

ご
と
く

　
　
　

４�　

①　

と　
　
　

④　

も
し　
　
　
　
　

⑦　

も
し

　
　
　

５�　

①　

か　
　
　

④　

わ
か
く
し
て　
　

⑦　

ご
と
し

　

（２）�　

─
─
部
②
に
返
り
点
を
施
し
た
と
き
、
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

15

　
　
　

１�　

有
レ
執
レ
戈　
之　
前　
、
不
レ
亦　
可　
乎
。

　
　
　

２�　

有
二
執
レ
戈　
之
一
前　
、
不
レ
亦
レ
可　
乎
。

　
　
　

３�　

有
二
執
レ
戈　
之　
前
一
、
不
二
亦　
可
一
乎
。

　
　
　

４�　

有
三
執
レ
戈　
之　
前　
、
不
二
亦　
可
一
乎
。

　
　
　

５�　

有
二
執
レ
戈　
之
一レ
前　
、
不
レ
亦
レ
可　
乎
。

　

（３）�　

─
─
部
③
と
あ
る
が
、「
然
」
の
示
す
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

16

　
　
　

１�　

楚
の
令
尹
で
あ
る
公
子
圍
を
戈
持
ち
が
先
導
す
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

２�　

楚
の
公
子
圍
は
大
変
美
し
い
の
で
、
大
夫
の
よ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

３�　

公
孫
歸
生
に
護
衛
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
蔡
で
は
当
然
だ
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

４�　

大
国
の
令
尹
で
あ
る
公
子
圍
に
戈
持
ち
が
い
た
の
で
、
戸
惑
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

５�　

楚
は
大
国
な
の
で
、
戈
持
ち
を
令
尹
が
先
導
す
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
こ
と
。
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（４）　

─
─
部
⑤
に
つ
い
て
、
あ
と
の
ア
、
イ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

本
文
中
に
お
け
る
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

解
答
番
号
は

17

　
　
　

１�　

し
ょ
う
い
ら
ず
ん
ば
せ
ん
。

　
　
　

２�　

し
ょ
う
と
い
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。

　
　
　

３�　

ま
さ
に
い
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。

　
　
　

４�　

ま
さ
に
い
ら
ざ
ら
ん
と
す
。

　
　
　

５�　

ま
さ
に
い
ら
ず
や
。

　
　

イ　

主
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

　
　
　

１�　

公
子
圍　
　

２�　

穆
子　
　

３�　

天
子　
　

４�　

諸
侯　
　

５�　

服

　

（５）　

─
─
部
⑥
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

　
　
　

１�　

占
い
の
亀
の
甲
羅
を
中
か
ら
焼
く
と
、
外
に
模
様
が
生
じ
る
よ
う
に
、
服
飾
に
も
自
ら
の
本
心
が
思
い
も

よ
ら
ず
あ
ら
わ
れ
出
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

２�　

占
い
の
亀
の
甲
羅
を
中
か
ら
焼
く
と
、
ひ
び
割
れ
た
所
か
ら
生
じ
る
模
様
と
、
服
飾
の
模
様
は
よ
く
似
て

い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

３�　

占
い
の
亀
の
甲
羅
を
中
か
ら
焼
く
と
、
文
章
が
必
ず
外
側
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、
服
飾
に
も
心
の
あ
や

が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

４�　

占
い
の
亀
の
甲
羅
を
焼
く
と
あ
ら
わ
れ
る
ひ
び
が
文
章
の
よ
う
に
見
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
服
飾
の
模

様
も
文
章
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

５�　

占
い
の
亀
の
甲
羅
を
焼
く
と
生
じ
る
文
章
は
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
、
服
飾
に
も
そ
の
文
章
を
あ
し
ら
う
こ

と
で
心
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

　

（６）　

こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

20

　
　
　

１�　

公
子
圍
の
人
の
よ
さ
が
服
飾
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

２�　

公
子
圍
の
運
命
が
亀
の
占
い
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

３�　

公
子
圍
の
賢
明
さ
が
文
章
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

４�　

公
子
圍
の
統
率
力
が
亀
の
占
い
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　

５�　

公
子
圍
の
野
心
が
服
飾
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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� 　
�　

次
の
文
章
は
『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
で
は
、
藤
原

道
長
（
殿
の
御
前
）
の
娘
で
あ
る
東
宮
妃
尚
侍
嬉
子
（
督か

ん

の
殿
）
が
、親
仁
親
王
を
出
産
し
て
数
日
後
に
亡
く
な
り
、

荼だ

び毘
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
は
そ
の
続
き
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

あ
と
の
（１）
～
（７）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

か
か
る
ほ
ど
に
、
船
岡
の
南
の
方
に
、
火
こ
そ
ほ
の
め
き
て
、
た
だ
な
ら
ず
あ
は
れ
な
る
こ
と
ぞ
Ａ
見
ゆ
。
人
々
見

や
り
て
、「
あ
は
れ
、
か
れ
見
よ
や
、
は
や
ま
た
か
く
も
あ
り
け
る
は
」
な
ど
、
見
や
り
騒
ぐ
に
、
あ
る
も
の
の
申
す
は
、

督
の
殿
に
、
小
左
衛
門
と
て
い
み
じ
う
ら
う
た
き
も
の
に
と
り
わ
き
思
し
た
り
①
し
が
、
日
ご
ろ
か
れ
も
わ
づ
ら
ひ
て
、

え
参
ら
ざ
り
し
に
、
こ
の
う
せ
さ
せ
た
ま
ふ
日
ぞ
、
参
り
て
見
Ｂ
た
て
ま
つ
り
て
、
ま
か
で
に
け
る
ま
ま
に
、
同
じ
日

や
が
て
Ｃ
う
す
に
け
る
が
、
を
り
し
も
こ
そ
あ
れ
、
今
宵
し
も
こ
の
わ
た
り
近
う
す
る
な
り
け
り
。
人
々
あ
は
れ
な
り

け
る
よ
し
を
言
ひ
思
へ
る
に
、
女
房
車
も
た
し
か
に
問
ひ
き
き
て
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
見
や
る
。
高
き
短
き
こ
よ
な

き
御
有
様
に
こ
そ
、同
じ
う
い
ふ
べ
か
ら
ね
ど
、事
の
さ
ま
煙
に
て
上
る
ほ
ど
は
見
え
分
か
②
ぬ
わ
ざ
に
な
ん
あ
り
け
る
。

殿
ば
ら
な
ど
の
あ
は
れ
が
り
の
た
ま
は
す
る
を
、
殿
の
御
前
に
ほ
の
聞
し
め
し
て
、「
あ
は
れ
、
と
ふ
べ
か
り
け
る
こ

と
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
物
な
ど
を
や
る
べ
か
り
け
る
も
の
を
。
③
人
よ
り
も
あ
は
れ
と
思
し
た
り
し
か
ば
、
同
じ
所
に

や
参
ら
ん
」
と
思
し
め
す
も
悲
し
う
て
、
泣
く
泣
く
御
覧
じ
け
れ
ば
、
火
の
い
と
ほ
の
か
に
て
、
人
な
ど
も
多
く
も
見

え
ず
、
有
様
の
あ
は
れ
に
心
す
ご
げ
な
り
。
か
へ
す
が
へ
す
も
あ
は
れ
が
ら
せ
た
ま
ひ
て
、「
法
事
に
だ
に
か
な
ら
ず

物
遣
は
さ
ん
」
と
思
し
め
し
け
り
。
女
房
車
か
へ
す
が
へ
す
あ
は
れ
に
見
や
る
。
今
宵
の
月
は
め
で
た
き
も
の
と
い
ひ

置
き
た
れ
ど
、
ま
こ
と
に
明
き
は
い
と
あ
り
が
た
う
の
み
あ
り
け
る
に
、
今
宵
の
月
ぞ
、
ま
こ
と
に
か
ぐ
や
姫
の
空
に

上
り
け
ん
そ
の
夜
の
月
か
く
や
と
見
え
た
る
。
風
さ
へ
涼
し
く
吹
き
た
る
に
、
と
き
ど
き
こ
の
御
あ
た
り
近
う
、
赤
雲

の
立
ち
出
づ
る
は
、わ
が
君
の
御
有
様
と
見
ゆ
る
に
、詮
方
な
く
悲
し
か
り
け
る
。
上
の
御
前
は
、御
格
子
を
下
ろ
さ
で
、

や
が
て
端
に
Ｄ
お
は
し
ま
し
て
、「
か
の
岩
蔭
は
い
づ
方
ぞ
」
な
ど
、
人
に
問
は
せ
た
ま
ひ
て
、
そ
な
た
ざ
ま
に
な
が
め

さ
せ
た
ま
ふ
に
、
赤
き
雲
の
見
ゆ
れ
ば
、
ま
づ
そ
れ
な
ら
ん
か
し
と
、
④
御
衣
の
袖
の
み
な
ら
ず
、
御
身
さ
へ
流
れ
さ

せ
た
ま
ふ
。
東
宮
は
、
今
宵
と
聞
し
め
し
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
つ
ゆ
ま
ど
ろ
ま
せ
た
ま
は
ず
、
か
の
昔
の
楚
王
の
夢
を

思
し
合
せ
ら
れ
て
、
あ
さ
ま
し
く
思
し
ま
ど
は
せ
た
ま
ふ
。「
か
や
う
に
て
や
」
と
ぞ
、
人
申
し
い
は
せ
け
る
、

　
　
「
⑤
ほ
ど
も
な
く
雲
と
な
り
ぬ
る
君
な
れ
ば
昔
の
夢
の
心
地
こ
そ
す
れ

か
へ
す
が
へ
す
」
と
言
へ
ど
、
な
ほ
思
し
か
け
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
つ
る
御
有
様
の
み
心
憂
く
て
。
夜
も
明
け
ぬ
れ
ば
、

殿
の
御
前
に
は
木
幡
へ
と
思
し
め
せ
ど
、「
さ
ま
で
は
い
か
で
か
」
な
ど
、
人
々
聞
え
さ
す
れ
ば
、
木
幡
へ
は
別
当
僧
都
、

播
磨
守
泰
通
、
す
べ
て
さ
る
べ
き
人
々
ぞ
参
り
け
る
。

（『
栄
花
物
語
』
よ
り
）

　
　
　
　
〔
注
〕	

小
左
衛
門 

… 

女
房
名
。

	

女
房
車　

 

… 

女
房
車
に
乗
っ
た
人
々
。

	

上
の
御
前 

… 

倫
子
。
嬉
子
の
母
。

	

東
宮　
　

 

… 

敦
良
親
王
。

４
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著
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出
典
：�

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
３
２
『
栄
花
物
語
②
≪
全
三
冊
≫
』
小
学
館

　
　
　

５
２
５
ペ
ー
ジ
９
行
目
か
ら
５
２
８
ペ
ー
ジ
２
行
目
ま
で



　

（１）　

∥
部
Ａ
、
Ｃ
の
語
を
適
当
な
形
に
活
用
さ
せ
よ
。

　

（２）　

─
─
部
①
、
②
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
基
本
形
、
活
用
形
、
本
文
中
で
の
文
法
的
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

　

（３）　

∥
部
Ｂ
、
Ｄ
の
敬
語
に
つ
い
て
、
あ
と
の
Ⅰ
、
Ⅱ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

Ⅰ�　

本
文
中
に
お
け
る
敬
語
の
種
類
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
ウ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ�

選
べ
。

　
　
　

ア　

尊
敬
語　
　

イ　

謙
譲
語　
　

ウ　

丁
寧
語　

　
　

Ⅱ�　

敬
意
の
主
体
（
誰
か
ら
の
敬
意
か
）
と
、
敬
意
の
対
象
（
誰
に
対
す
る
敬
意
か
）
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

は
ど
れ
か
。次
の
ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。な
お
、同
じ
記
号
を
何
度
も
選
ん
で
も
よ
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　

ア　

殿
の
御
前　
　

イ　

督
の
殿　
　

ウ　

小
左
衛
門　
　

エ　

上
の
御
前　
　

オ　

語
り
手

　

（４）　

─
─
部
③
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

小
左
衛
門
が
督
の
殿
を
誰
よ
り
も
慕
っ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
来
世
で
も
督
の
殿
の
も
と
に
小
左
衛
門
は
参

上
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

イ�　

小
左
衛
門
は
督
の
殿
を
誰
よ
り
も
賢
い
方
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
あ
の
世
へ
は
小
左
衛
門
と
督
の

殿
が
一
緒
に
参
上
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　

ウ�　

督
の
殿
は
小
左
衛
門
を
誰
よ
り
も
寵
愛
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ
の
世
で
も
小
左
衛
門
は
督

の
殿
の
も
と
に
参
上
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

エ�　

督
の
殿
が
小
左
衛
門
を
誰
よ
り
も
か
わ
い
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
な
ら
ば
、
来
世
で
は
督
の
殿
と
小

左
衛
門
が
一
緒
に
参
上
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

（５）�　

─
─
部
④
と
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
心
情
は
、
誰
の
何
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
心
情
か
。
三
十
字
程

度
で
説
明
せ
よ
。

　

（６）�　

─
─
部
⑤
の
和
歌
は
、
後
に
示
し
た
『
文
選
』
所
収
、
宋
玉
著
『
高
唐
賦
』
序
を
ふ
ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
東
宮
の
心
情
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら

一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

巫
山
の
女
が
朝
に
は
雲
と
な
っ
て
王
と
再
び
巡
り
あ
っ
た
よ
う
に
、
雲
と
な
っ
た
督
の
殿
と
再
び
会
え
た

こ
と
に
驚
き
あ
き
れ
て
い
る
気
持
ち
。

　
　
　

イ�　

夢
の
中
で
会
っ
た
巫
山
の
女
が
朝
に
は
雲
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
あ
っ
け
な
く
雲
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

督
の
殿
の
こ
と
を
思
い
、
つ
ら
く
悲
し
い
気
持
ち
。

　
　
　

ウ�　

巫
山
の
女
が
朝
に
な
っ
て
再
び
雲
と
し
て
姿
を
現
し
た
よ
う
に
、
亡
く
な
っ
た
督
の
殿
が
雲
と
な
っ
て
自

分
の
目
の
前
に
現
れ
る
こ
と
を
願
う
気
持
ち
。

　
　
　

エ�　

夢
の
中
で
し
か
会
え
な
い
巫
山
の
女
と
の
逢
瀬
の
よ
う
に
、
督
の
殿
の
死
か
ら
人
の
命
の
は
か
な
さ
に
思

い
を
は
せ
、
情
け
な
く
思
う
気
持
ち
。
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『
高
唐
賦
』
序

　
　

昔　
者　
楚
ノ

襄　
王
、
與
二

宋　
玉
一

遊
二ブ

於　
雲　
夢　
之　
臺
一ニ

。
望
二ム
ニ

高　
唐　
之　
觀
一ヲ

、�

其
ノ

上
ニ

獨
リ

有
二リ

雲　
氣
一

。
ト
シ
テ

兮　
直
チ
ニ

上
リ

、
忽
ト
シ
テ

兮　
改
レム

容
ヲ

。
須　
臾　
之　
閒
ニ

、

變　
化
シ
テ

無
レシ

窮
マ
リ

。
王　
問
レヒ
テ

玉
ニ

曰
ク

、
此　
何
ノ

氣
ゾ
ト

也
。
玉　
對
ヘ
テ

曰
ク

、
所　
謂　
朝　
雲
ナ
ル

者　
也
ト

。
王　
曰
ク

、
何
ヲ
カ

謂
二フ
ト

朝　
雲
一ト

。
玉　
曰
ク

、
昔　
者　
先　
王　
嘗
テ

遊
二ビ

高　
唐
一ニ

、�

怠
リ
テ

而　
晝　
寢
ヌ

。
夢
ニ

見
二ル
ニ

一　
婦　
人
一ヲ

、
曰
ク

、
妾
ハ

巫　
山　
之　
女　
也
。
爲
二リ

高　
唐　
之　

客
一

。
聞
三ク

君
ノ

遊
二ブ
ヲ

高　
唐
一ニ

、
願
ハ
ク
ハ

薦
二メ
ン
ト

枕　
席
一ヲ

。
王　
因
リ
テ

幸
レス

之
ヲ

。
去
リ
テ

而　
辭
シ
テ

曰
ク

、
妾
ハ

在
二リ

巫　
山　
之　
陽
、
高　
丘　
之　
阻
一ニ

。
旦
ニ

爲
二リ

朝　
雲
一ト

、
暮
ニ

爲
二ル

行　
雨
一ト

。�

朝　
朝　
暮　
暮
、
陽　
臺　
之　
下
ニ
ア
リ
ト

。
旦　
朝
ニ

視
レル
ニ

之
ヲ

如
レシ

言
ノ

。
故
ニ

爲
ニ

立
レテ

廟
ヲ

、�

號
シ
テ

曰
二フ
ト

朝　
雲
一ト

。

　

（７）�　
『
栄
花
物
語
』
で
は
、
宇
多
天
皇
か
ら
堀
河
天
皇
ま
で
の
約
二
百
年
間
を
編
年
体
で
記
し
て
い
る
が
、
文
徳
天
皇

か
ら
後
一
条
天
皇
ま
で
の
約
百
八
十
年
間
の
藤
原
氏
全
盛
の
世
の
歴
史
を
紀
伝
体
で
記
し
た
作
品
を
何
と
い
う
か
。

漢
字
で
答
え
よ
。
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出
典
：
新
釈
漢
文
大
系
第
８
１
巻
『
文
選
（
賦
篇
）
下
』
株
式
会
社 

明
治
書
院

　
　
　

３
４
３
ペ
ー
ジ



� 　
�　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

私
達
が
紀
行
文
を
読
ん
で
い
て
自
然
に
牽ひ

か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
筆
者
の
行
動
で
あ
る
。

　

旅
と
い
う
も
の
は
、
時
に
は
旅
す
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
普
段
の
生
活
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

抜
け
出
し
て
旅
を
す
る
。
従
っ
て
そ
の
人
は
旅
を
す
る
こ
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
期
待
を
抱
き
、
そ
れ
を
時
に
は
裏
切
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
不
安
が
常
に
附
き
纏ま

と

う
。
そ
う
い
う
状
態
の
中
で
の
、
予
期
し
な
か
っ
た
も
の
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
驚
き
が
あ
り
、
悦
び
が
あ
り
、
苦
痛
も
あ
る
。

　

主
観
を
表
側
に
置
い
て
こ
れ
ら
の
感
情
の
激
し
い
起
伏
を
描
き
、
剝
き
出
し
に
し
て
し
ま
え
ば
、
紀
行
文
は
滑
稽
な

も
の
に
な
り
過
ぎ
る
。
そ
の
滑
稽
を
ね
ら
っ
た
文
章
も
無
論
あ
る
。
そ
の
感
情
の
起
伏
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
、
そ

れ
を
或あ

る
時
は
全
面
的
に
隠
し
、
或あ

る
時
は
程
々
に
抑
え
て
文
章
に
し
た
も
の
か
ら
、
①
読
者
は
一
種
の
ほ
ほ
え
ま
し

さ
を
感
じ
取
る
だ
ろ
う
。

　

作
者
が
そ
こ
ま
で
意
識
し
、
計
算
し
て
書
く
の
は
難
し
い
。
そ
れ
は
寧
ろ
避
け
た
方
が
い
い
。
文
章
は
書
く
人
間
の

気
持
と
、
そ
れ
を
読
む
人
間
の
気
持
と
が
喰く

い
違
い
を
生
じ
る
か
ら
面
白
さ
が
生
じ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
読
者
に
何
か

を
教
え
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
読
者
が
作
者
に
伝
え
れ
ば
内
心
驚
く
場
合
が
多
い
。

　

平
素
の
生
活
の
中
で
は
、人
は
自
分
を
律
す
る
方
式
を
持
っ
て
い
る
が
、そ
れ
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
優
し
い
人
、

怒
り
っ
ぽ
い
人
、
心
配
症
で
②
取
り
越
し
苦
労
の
多
い
人
な
ど
と
他
人
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
と
も
、
そ
れ
を
餘

り
気
に
懸
け
た
り
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
詰
ま
り
こ
れ
は
、
自
意
識
か
ら
Ａ
逸
れ
て
い
た
い
人
間
の
自
然
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
旅
に
出
て
平
素
の
生
活
か
ら
脱
け
出
す
と
、
環
境
も
生
活
の
様
式
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
こ
に
置

か
れ
て
い
る
自
分
に
意
識
が
集
中
す
る
。
然
し
そ
れ
と
同
時
に
、
意
識
を
内
面
へ
向
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
置
く
訳
に
も

行
か
ず
、
移
り
変
わ
る
眼
前
の
物
や
見
知
ら
ぬ
人
に
注
意
を
配
っ
て
も
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
緊
張
は
例
え
ば
普
段
の
人
間
関
係
の
緊
張
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
ゆ
と
り
が
あ
る
か
そ
れ
は
何

と
も
言
え
な
い
が
、
③
こ
の
異
質
の
緊
張
の
中
で
思
い
が
け
な
い
大
小
の
発
見
が
二
重
三
重
に
行
わ
れ
る
。
自
分
の
発

見
が
あ
れ
ば
、
風
景
を
見
て
い
る
時
の
焦
点
は
変
わ
り
、
外
界
に
発
見
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
自
分
の
内
面
へ
の
発
見
を

齎も
た
らす
こ
と
も
稀ま
れ

で
は
な
い
。

　

こ
れ
が
無
意
識
の
う
ち
に
、
ま
た
仮
り
に
意
識
が
伴
っ
て
も
極
め
て
弱
い
状
態
で
あ
る
た
め
に
、
紀
行
文
を
書
く
段

に
な
っ
て
障し

ょ
う
が
い碍と

な
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
こ
う
し
て
書
か
れ
た
紀
行
文
を
読
む
時
に
は
、
そ
れ
が
何
処
か
ら
と
も
な

く
伝
わ
っ
て
来
て
、
旅
す
る
者
の
姿
が
浮
か
ん
で
来
る
。

　

多
く
の
旅
を
し
、
ま
た
そ
の
都
度
紀
行
文
を
書
い
て
い
る
人
の
文
章
か
ら
は
、
そ
う
い
う
作
者
の
素
朴
な
姿
が
浮
か

ん
で
来
な
い
。
自
分
を
隠
し
た
り
強
く
④
顕
示
す
る
一
種
の
こ
つ
を
心
得
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

旅
先
の
友
人
か
ら
一
通
の
手
紙
を
貰も

ら

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
旅
先
か
ら
の
便
り
と
言
え
ば
絵
葉
書
が
多
い
が
、
こ
の
手

紙
は
便
箋
五
枚
に
細
か
い
文
字
で
書
い
て
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
彼
が
泊
ま
っ
て
い
る
宿
の
二
階
か
ら
見
え

る
雨
に
煙
る
風
景
描
写
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
泊
し
て
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
雨
に
な
り
、
も
う
一
泊
し
て
天
気
の

回
復
を
待
つ
こ
と
に
決
め
、
手
持
無
沙
汰
に
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

文
章
を
書
く
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
る
人
で
は
な
く
、
た
だ
何
と
は
な
し
に
目
の
前
に
見
え
て
い
る
景
色
を
丹
念
に

書
き
綴つ

づ

っ
て
見
る
こ
と
を
思
い
附
い
た
ら
し
い
。
ま
た
そ
の
景
色
は
特
に
珍
し
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
瓦
屋
根
が

手
前
に
幾
つ
か
重
な
っ
て
い
て
、
そ
の
向
こ
う
に
川
が
流
れ
て
い
る
。
直
接
川
は
見
え
な
い
が
堤
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

見
え
て
、
た
ま
に
そ
の
上
を
合
羽
を
着
た
人
だ
の
傘
を
さ
し
た
人
が
通
る
。
風
が
な
く
、
雲
は
低
く
Ｂ
タ
れ
て
い
る
。

　

私
は
そ
の
手
紙
を
二
、三
度
読
み
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
目
の
前
に
恐
ら
く
殆ほ

と
んど

そ
の
儘ま

ま

と
思
わ
れ
る
景
色

が
き
ち
ん
と
組
み
立
て
ら
れ
た
。
普
通
は
そ
う
い
う
手
紙
を
読
む
と
、
自
分
が
嘗か

つ

て
実
際
に
見
た
似
た
よ
う
な
風
景
を

想
い
起
こ
し
た
り
、
書
か
れ
て
来
た
文
章
に
こ
ち
ら
の
勝
手
な
想
像
を
加
え
て
、
恐
ら
く
実
際
と
は
か
な
り
掛
け
離
れ

た
風
景
を
組
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
手
紙
の
場
合
に
は
こ
ち
ら
の
想
像
を
挿
む
餘
地
は
な
か
っ
た
。

別
の
機
会
に
、
随
分
克
明
に
描
写
さ
れ
た
文
章
を
読
ん
だ
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
作
者
が
描
写
を
補
う
た
め
に
加

え
た
形
容
、
装
飾
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
何
と
か
し
て
読
者
の
頭
の
中
に
そ
の
通
り
の
も
の
を
再
現
さ
せ
よ
う
と

５
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す
る
苦
心
の
跡
が
あ
っ
た
。

　

だ
が
手
紙
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
に
は
そ
れ
は
全
く
な
く
、
た
だ
た
だ
正
直
一
本
槍や

り

の
風
景
の
写
生
で
あ
っ
た
。

何
一
つ
省
略
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
の
点
で
は
焦
点
が
到
る
と
こ
ろ
へ
移
動
し
て
い
て
⑤
や
や
不
自
然
な
感
じ
さ
え
し
た
。

　
⑥
正
岡
子
規
が
唱
え
た
文
章
の
技
法
と
し
て
の
写
生
文
に
ま
で
考
え
を
ひ
ろ
げ
る
必
要
は
な
い
。
私
は
数
年
前
に
、

写
生
画
の
よ
う
に
、
文
章
に
よ
っ
て
目
前
の
風
景
を
描
写
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
り
、
と
言
う
よ
り
愚
か
な
行
為
だ
と

書
い
た
記
憶
が
あ
る
。
然
し
友
人
か
ら
貰も

ら

っ
た
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
か
ら
、
こ
う
し
た
写
生
体
の
文
章
を
Ｃ
イ
チ
ガ
イ

に
否
定
し
切
れ
な
い
気
持
に
変
わ
っ
て
来
た
。

（
串
田
孫
一
『
Ｅ
の
糸
切
れ
た
り
』
よ
り
）

　

（１）　

∥
部
Ａ
～
Ｃ
の
漢
字
は
読
み
方
を
答
え
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
な
お
せ
。

　

（２）�　

─
─
部
①
と
あ
る
が
、
読
者
は
な
ぜ
「
ほ
ほ
え
ま
し
さ
」
を
感
じ
取
る
の
か
。
本
文
中
の
語
を
用
い
て
五
十
字

程
度
で
説
明
せ
よ
。
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出
典
：�

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
４
５
６�

『
串
田
孫
一
エ
ッ
セ
イ
選　

Ｅ
の
糸
切
れ
た
り
』
株
式
会
社 

平
凡
社

　
　
　

１
０
９
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
か
ら
１
１
３
ペ
ー
ジ
７
行
目
ま
で



　

（３） �　

─
─
部
②
、
④
の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
ア
〜
オ
か
ら�

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

②
「
取
り
越
し
苦
労
」

　
　
　

ア　

無
用
な
心
配
は
し
な
い
こ
と

　
　
　

イ　

わ
ざ
と
ら
し
く
心
配
す
る
こ
と

　
　
　

ウ　

同
じ
こ
と
を
心
配
し
続
け
る
こ
と

　
　
　

エ　

い
つ
ま
で
も
心
配
し
続
け
な
い
こ
と

　
　
　

オ　

先
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
心
配
す
る
こ
と

　
　

④
「
顕
示
す
る
」

　
　
　

ア　

的
確
に
指
示
す
る

　
　
　

イ　

詳
細
に
指
示
す
る

　
　
　

ウ　

は
っ
き
り
示
す

　
　
　

エ　

注
意
深
く
示
す

　
　
　

オ　

大
ま
か
に
示
す

　

（４）�　

─
─
部
③
と
あ
る
が
、
筆
者
は
ど
う
い
う
点
で
「
異
質
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
は

ど
れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

旅
に
出
る
と
、
環
境
や
生
活
様
式
が
変
わ
る
と
同
時
に
、
風
景
等
も
変
わ
る
の
で
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
。

　
　
　

イ�　

旅
に
出
る
と
、
平
素
の
生
活
か
ら
の
解
放
感
か
ら
、
自
分
を
律
す
る
こ
と
が
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
点
。

　
　
　

ウ�　

旅
に
出
て
環
境
が
変
わ
る
こ
と
で
、
眼
前
の
物
や
人
に
対
し
て
の
み
に
注
意
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
点
。

　
　
　

エ�　

旅
に
出
て
環
境
が
変
わ
る
こ
と
で
、
自
分
の
内
面
の
変
化
と
移
り
変
わ
る
風
景
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取

る
点
。

　

（５）�　

─
─
部
⑤
と
あ
る
が
、
筆
者
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
「
不
自
然
」
だ
と
感
じ
た
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

文
章
の
風
景
描
写
に
工
夫
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
に
見
た
こ
と
が
あ
る
風
景
と
似
た
よ
う
な
風

景
を
想
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

イ�　

文
章
に
風
景
の
描
写
を
補
う
た
め
の
加
筆
が
一
切
行
わ
れ
ず
、
見
た
ま
ま
の
風
景
が
そ
の
ま
ま
描
写
さ
れ

て
い
る
の
で
、
描
写
の
焦
点
が
定
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
。

　
　
　

ウ�　

文
章
を
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
で
、
風
景
の
描
写
を
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
苦
心
の
跡
が

読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

エ�　

文
章
に
風
景
の
描
写
を
補
う
た
め
の
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
自
由
に
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
こ
ろ
。

　

（６）�　

─
─
部
⑥
が
設
立
し
た
根
岸
短
歌
会
に
属
し
、
子
規
の
没
後
に
会
を
引
き
継
い
だ
歌
人
は
誰
か
。
次
の
ア
～
オ

か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア　

与
謝
野
鉄
幹　
　

イ　

石
川
啄
木　
　

ウ　

伊
藤
佐
千
夫　
　

エ　

北
原
白
秋　
　

オ　

島
木
赤
彦
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校種

解答
番号

正答
番号

解答
番号

正答
番号

1 3 11 2

2 4 12 2

3 3 13 4

4 2 14 4

5 1 15 3

6 5 16 1

7 5 17 4

8 2 18 1

9 3 19 3

10 4 20 5

令和３年度大阪府公立学校教員採用選考テスト

三次選考択一問題の正答について

中学校 教科・科目 国語



 
 

 
 

 

令
和
三
年
度
大
阪
府
・
大
阪
市
・
堺
市
・
豊
能
地
区
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
学
校 

国
語 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
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４ 

  

 

 
 

(7) (6) (4) (1)

し く 上
Ⅱ

B

主体

Ⅰ

B

②

基本形

①

基本形
A

み し の

。 た 御

こ 前
対象 D

と の

に 、
活用形 活用形 C

対 娘

す で
D

主体

る あ

深 る

い 督
対象 文法的意味 文法的意味

嘆 の

き 殿

や を

悲 亡

オ

エ 打

消

過

去

イ

大

鏡

連

体

形

連

体

形

見

ゆ

る

う

せ

きず

イオ

イ ア

(2)(3)(5)

ウ

（
２
枚
の
う
ち
１
） 

受験番号  

得点  



 

 

令
和
三
年
度
大
阪
府
・
大
阪
市
・
堺
市
・
豊
能
地
区
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 

中
学
校 

国
語 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
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５ 

  

 

 

 (6) (5) (4) (3) (1)

②
か に た 筆 A

ら し り 者

。 よ 、 が

う 程 感

と 々 情

③
し に の B

た 抑 起

こ え 伏

と た を

が り 全

感 し 面 C

じ て 的

取 、 に

れ 文 隠

る 章 し

ウ イ エ

ウ

(2)

そ

　

れ

て

垂

　

れ

て

一

概

　

に

オ

（
２
枚
の
う
ち
２
） 

受験番号  

得点  


